
広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

222月月号号えええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりえりももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも 呉呉呉898911

２０１3

冬
の
景
色

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
場
利
用
開
始この日は、約10人の子どもたちが利

用していました。

コ
ロ
ッ
プ
川
沿
い
の
ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク
場
が
一
月
九
日
か
ら
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

リ
ン
ク
場
は
、
毎
朝
、
大
嶌
茂
喜

さ
ん
（
歌
別
）
が
氷
の
具
合
を
確
認

し
、
そ
の
情
報
を
基
に
町
が
利
用
の

可
否
を
判
断
し
て
い
ま
す
。
使
用
で

き
る
日
は
、
リ
ン
ク
場
と
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
緑
色
の
旗
を
揚
げ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
数
日
が
経
過
し
た

こ
の
日
は
、
十
人
ほ
ど
の
子
ど
も
た

ち
が
突
き
刺
す
よ
う
な
冷
た
い
空
気

に
も
負
け
ず
、
友
人
ら
と
競
い
な
が

ら
、
こ
の
季
節
だ
け
体
験
で
き
る
疾

走
感
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
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地
域
格
差

私
の
ひ
と
こ
と

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

ぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜ

のののののののののののののののののののののののののののののの

まままままままままままままままままままままままままままままま

か

ぜ

の

ま

ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

え
り
も
町
長

岩
本
溥
叙

政
局
で
地
方
軽
視
の
言
動
等
が
は

び
こ
る
状
況
に
数
多
の
憤
り
を
感
じ

あ
ま
た

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
実
態
が
あ

る
か
ら
「
都
市
と
地
方
」
の
格
差
は
、

広
が
る
一
途
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。

地
方
が
都
市
と
肩
を
並
べ
て
施
策

を
講
ず
る
こ
と
は
無
理
な
こ
と
で
あ

り
ま
し
て
、
都
市
は
地
方
に
な
い
も

の
を
、
地
方
は
都
市
に
な
い
も
の
を

構
築
す
る
こ
と
で
、「
都
市
と
地
方
・

地
域
」
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。

食
糧
基
地
・
北
海
道
。
と
り
わ
け
、

え
り
も
町
の
立
ち
位
置
は
、
と
い
う

自
負
も
あ
り
ま
す
が
、
都
市
に
は
な

い
え
り
も
町
の
良
さ
を
最
大
限
推
し

進
め
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
、
そ
し
て
終
の
住
処
と
し

つ
い

す
み
か

て
、
え
り
も
町
を
選
択

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
八
月
よ
り
改
築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た

「
え
り
も
歌
別
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
」（
藤
井
洋
樹
場
長
）

が
、
昨
年
十
二
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

新
た
な
施
設
に
は
、
管
内
で
も
初
め
て
の
設
備
が
導
入
さ

れ
、
効
率
的
な
稚
魚
の
育
成
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
施
設
は
、
サ
ケ
の
人
工
ふ
化
放
流
を

増
や
す
た
め
、
道
が
昭
和
五
十
年
に
開
設

し
ま
し
た
。
平
成
十
六
年
六
月
に
道
の
機

構
改
革
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
年
、

管
内
各
町
と
漁
協
、
定
置
業
者
で
構
成
す

る
日
高
管
内
さ
け
・
ま
す
増
殖
事
業
協
会

（
坂
本
好
則
会
長
）が
業
務
を
受
け
継
ぎ
、

歌
別
川
と
様
似
町
の
ニ
カ
ン
ベ
ツ
川
に
毎

年
稚
魚
を
放
流
し
て
い
ま
す
。
施
設
は
三

十
年
余
を
経
過
し
て
老
朽
化
が
進
み
、
使

用
し
て
い
る
ふ
化
器
具
も
効
率
的
な
も
の

で
は
な
く
、
よ
り
健
康
な
稚
魚
を
放
流
し

回
帰
率
を
上
げ
る
た
め
、
改
築
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

新
施
設
は
、
建
物
面
積
一
〇
八
〇
・
八

愛
、
飼
育
池
一
〇
〇
八
愛
（
十
二
面
）、
水

温
制
御
装
置
と
最
新
式
の
ふ
化
器
「
浮
上

槽
」が
管
内
で
初
め
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
「
立
体
式
ふ
化
器
」
で
は
、

職
員
が
サ
ケ
の
死
卵
や
不
良
卵
を
一
つ
一

つ
取
り
除
く
作
業
が
必
要
で
、
生
育
状
況

に
よ
っ
て
は
正
月
返
上
で
作
業
に
当
た
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
浮
上
槽
で
は
、
ふ

化
し
た
稚
魚
が
卵
を
収
容
し
て
い
た
カ
ゴ

の
網
目
を
す
り
抜
け
て
水
槽
下
部
の
ネ
ッ

ト
リ
ン
グ
内
に
潜
る
の
で
、
あ
と
は
収
容

カ
ゴ
に
残
っ
た
ふ
化
し
な
い
卵
を
、
カ
ゴ

ご
と
を
引
き
上
げ
る
だ
け
で
検
卵
作
業
が

終
わ
り
ま
す
。

今
後
一
千
百
万
個
の
受
精
卵
を
ふ
化
さ

せ
、
五
月
上
旬
に
は
歌
別
川
に
六
百
八
十

万
尾
、
ニ
カ
ン
ベ
ツ
川
に
二
百
七
十
万
尾

を
放
流
す
る
計
画
で
す
。

歌
別
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
が
完
成

サ
ケ
資
源
増
大
に
期
待

改築した「えりも歌別さけ・ますふ化場」

ふ化器「浮上槽」には、サケの卵が収容されています。

飼育池で育成された稚
魚は、5月上旬には放
流される予定です。
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今
年
の
成
人
式
は
、
平
成
四
年
四
月
二

日
か
ら
翌
年
四
月
一
日
生
ま
れ
ま
で
の
新

成
人
が
対
象
で
、
町
内
各
地
区
か
ら
四
十

五
人
が
出
席
。
名
前
を
読
み
上
げ
ら
れ
、

一
人
ず
つ
入
場
し
た
新
成
人
は
、
や
や
緊

張
し
た
面
持
ち
な
が
ら
も
家
族
や
来
賓
の

前
で
一
礼
す
る
と
、
し
っ
か
り
と
し
た
足

取
り
で
ス
テ
ー
ジ
前
の
席
に
向
か
っ
て
歩

い
て
い
き
ま
し
た
。

式
で
は
、
藤
ヶ
森
紘
一
教
育
委
員
会
委

員
長
が
「
国
政
や
地
方
自
治
に
関
心
を
持

ち
、
町
の
発
展
に
力
を
注
ぎ
、
こ
れ
ま
で

自
分
を
育
て
て
く
れ
た
方
々
に
感
謝
す
る

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
述
べ
、

続
い
て
祝
辞
に
立
っ
た
岩
本
町
長
と
渡
部

町
議
会
議
長
か
ら
も
、
新
成
人
に
向
け
て

期
待
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
新
成
人
を
代
表
し
て
中
澤

舜
佑
さ
ん
と
上
島
美
香
さ
ん
が
岩
本
町
長

か
ら
記
念
品
を
受
け
取
り
、「
成
人
の
誓

い
」
で
は
、
渡
部
大
純
さ
ん
が
町
民
憲
章
、

角
地
舞
美
さ
ん
が
交
通
安
全
の
誓
い
を
壇

上
か
ら
読
み
上
げ
ま
し
た
。

式
典
後
に
は
、
町
青
年
団
体
連
絡
協
議

会
（
増
田
仁
会
長
）
主
催
の
祝
賀
会
が
催

さ
れ
、
会
場
入
り
し
た
直
後
に
新
成
人
か

成人式には45人が参加しました。

荒
天
で
見
え
ず

水平線上にも厚い雲

会
の
会
員
が
そ
の
餅
で
雑
煮
を
振
る
舞
い

ま
し
た
。
新
成
人
は
、
久
し
ぶ
り
に
会
う

友
人
と
語
ら
い
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

ら
話
し
て

も
ら
っ
た

二
十
歳
の

抱
負
の
ビ

デ
オ
上
映

や
餅
つ
き

も
ち

が

行

わ

れ
、
さ
ら

に
北
緯
四

十
二
度
の

渡部大純さんと角地舞美さん
が成人の誓いを朗読

襟
裳
岬
の
初
日
の
出

平平成25年成人平成25年成人式式

大人としての
自覚と責任を誓う

例
年
、
多
く
の
参
拝

客
で
賑
わ
う
襟
裳
岬
の

初
日
の
出
。
特
に
今
年

は
テ
レ
ビ
で
生
中
継
さ

れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

そ
の
ご
来
光
に
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
あ
い
に
く
の
悪
天

候
で
空
一
面
を
厚
い
雲

が
覆
い
、
そ
の
姿
を
拝

む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

冬
季
休
業
中
の
風
の

館
で
は
、
こ
の
日
に
臨

時
開
館
を
行
い
、
入
館

者
に
ホ
ッ
ト
ド
リ
ン
ク

を
無
料
提
供
し
ま
し

た
。
施
設
内
で
は
、
温

か
な
飲
み
物
を
手
に
し

た
入
館
者
が
、
荒
天
に

や
や
不
安
げ
な
表
情
を

見
せ
な
が
ら
も
、
日
の

出
を
心
待
ち
に
し
て
い

ま
し
た
。

一
月
十
三
日
、
平
成
二
十
五
年
成
人
式
が
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
、
紋
付
き
袴

は
か
ま

姿
の
新
成
人
が
、
気
持
ち
を
新
た
に
大
人
と
し
て
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

「北方領土の日」特別啓発期間

１月２１日～２月20日

２月７日は「北方領土の日」
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■確定申告とは

確定申告は、前年の1月1日から12月31日まで

の1年間に生じたすべての所得の金額（総収入金

額から必要経費を差し引いた金額）と、それに対

する所得税の金額を計算し、申告期限までに確定

申告書を提出して、源泉徴収された税金や予定納

税で納めた税金などとの過不足を精算する制度です。

平成２４年分の所得税の確定申告の相談や申告書

の受付は、２月１８日から３月１５日までです。「前

年の申告書控え」や「確定申告の手引き」などを

参考に、ご自分で確定申告書を作成し、お早めに

提出してください。

■申告書用紙は役場や国税庁ＨＰから

確定申告書に使う用紙や手引きは、役場税務課

にも備え付けていますが、国税庁のホームページ

（http://www.nta.go.jp）からも入手できます。

また、平成２３年分の確定申告書を国税庁ホーム

ページの「確定申告書等作成コーナー」で作成し

た方や税務署などの申告会場でパソコンを利用し

て提出された方のうち、利用者識別番号や予定納

税額等をお知らせする必要がある方につきまして

は、「確定申告のお知らせ」が税務署から送付され

ますので、こちらもご覧ください。

役場や税務署など、申告会場にお越しの際に

は、「前年の申告書控え」と確定申告に必要な書類

及び印鑑をご持参ください。

■e-Taxのご利用を

確定申告書は、国税庁ホームページの「確定申

告書等作成コーナー」から簡単に作成することが

できます。作成した確定申告書は、印刷して郵送

などで提出できるほか、そのままe-Taxで送信す
イータックス

ることができます。

e-Taxの利用に際しては、

電子証明書の取得（手数料

がかかります）やＩＣカー

ドリーダーライタの購入な

ど事前準備が必要ですが、

次のような利点があります

■公的年金等を受給している方へ

平成２３年分の所得税から「確定申告不要制度」

が創設され、公的年金等による収入金額の合計額

が400万円以下で、一定の要件を満たす場合に

は、確定申告を行う必要がなくなりました。

次のいずれにも該当する方が対象になります。

①公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下

②公的年金に係る雑所得以外の所得金額が20万

円以下の方。

この場合であっても、所得税の還付を受けるた

めの確定申告書を提出することができます。ま

た、所得税の確定申告は必要ない場合であって

も、住民税の申告が必要な場合があります。住民

税に関する詳しいことは、役場税務課にお問い合

わせください。

確定申告・納税期間

ので、この機会にぜひご利用ください。

①最高3,000円の税額控除を受けることができます。

平成24年分の所得税の確定申告を本人の電子

署名と電子証明書を付して、申告期限内に行う

と、所得税額が最高3,000円の電子証明書等特別

控除を受けることができます（平成19年分から24

年分の間でいずれか1回）。

②添付書類の提出又は提示を省略できます。

医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内

容を入力して送信することで、これらの書類の提

出又は提示を省略できます（税務署から書類の提

出又は提示を求められることがあります）。

③還付金を早く受け取ることができます。

e-Taxで申告された還付申告は、早期処理して

います（3週間程度に短縮）。

④24時間いつでも利用可能です。

所得税の確定申告期間中は、24時間利用できます。

自分で書いてお早めに

2/18～3/15

●お問い合わせ先

浦河税務署 緯0146-22-4131

えりも町役場税務課課税係 緯2-4620
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十
二
月
定
例
町
議
会

気象庁では平成23年の東日本大震災を踏まえ、

平成25年3月7日正午から、「新しい津波警報」の

運用を開始します。

この新しい津波警報では津波の高さを小さく予

想することを防ぐため、巨大地震発生時に限り、

その海域（えりも町は「北海道太平洋沿岸中部」）に

おける最大級の津波を想定して発表します。この

とき、3分を目標に発表される最初の津波警報で

は、予想される津波の高さを「巨大」・「高い」と

いう表現で発表し、非常事態であることをお伝え

します。その後、正確な地震の規模が分かった段

階で、予想される津波の高さを、その他の地震と

同様に数値の5段階で発表します。

津波警報は、津波による災害の発生が予想される

時に発表する重要な情報です。津波警報を見聞きし

たら、直ちに安全な場所へ避難をお願いします。

－新しい津波警報－

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

気象台からの

防災メモ

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃
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（隔月掲載）

〇
条
例
の
制
定
・
改
正

・
え
り
も
町
暴
力
団
の
排
除
の

推
進
に
関
す
る
条
例

暴
力
団
排
除
の
基
本
理
念

と
、
町
・
町
民
・
事
業
者
の
責

務
を
明
ら
か
に
し
、
暴
力
団
の

排
除
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と

な
る
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

・
え
り
も
町
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

先
月
号
に
引
き
続
き
、
十
二

月
二
十
日
に
開
か
れ
た
定
例
町

議
会
に
つ
い
て
、
要
約
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

外
国
旅
費
に
つ
い
て
準
用
し

て
い
る
「
北
海
道
職
員
等
の
旅

費
に
関
す
る
条
例
」
が
改
正
さ

れ
た
た
め
、
本
条
例
も
そ
れ
に

倣
い
改
正
し
ま
し
た
。

・
え
り
も
町
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴

い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
内
容

の
条
文
を
整
理
し
ま
し
た
。

〇
予
算
の
補
正

一
般
会
計
が
、
衆
議
院
議
員

選
挙
経
費
や
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
繰
出
金
な
ど
三
千
九
百

万
円
追
加
し
、
四
十
四
億
九
千

六
百
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
が
、
二
千
七
十
万

円
補
正
し
て
、
九
億
九
千
三
百

八
十
万
円
。
診
療
所
特
別
会
計

が
五
百
万
円
追
加
さ
れ
、
三
億

九
千
三
十
万
円
、
介
護
保
険
特

別
会
計
が
、
一
千
二
百
万
円
追

加
さ
れ
、
三
億
六
千
四
百
五
十

万
円
に
な
り
ま
し
た
。

●お問い合わせ先

室蘭地方気象台防災業務課（緯0143-22-4249）

予想される津波の高さ

区分 巨大地震の場合
の表現

数値での発表
（発表基準）

巨大

10斡超
（10斡超）

大津波警報
10斡

（5斡超～10斡以下）

5m
（3斡超～5斡以下）

高い
3m

（1斡超～3斡以下）
津波警報

（標記しない）
1m

（20唖以上1斡以下）
津波注意報

http://www.urakawa-
syo.police.pref.hokkai-
do.lg.jp/

●浦河警察署ホームページ

浦
河
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

マ
ッ
プ
」
及
び
「
鹿
事
故
マ
ッ
プ
」

と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
し
た
。

地
域
の
身
近
な
場
所
で
の
交
通

事
故
発
生
状
況
が
人
目
で
確
認
で

き
る
こ
の
二
種
類
の
マ
ッ
プ
を
ぜ

ひ
見
て
い
た
だ
い
て
、
交
通
事
故

防
止
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

浦
河
警
察
署
で
は
、
当
署
管
内

で
平
成
二
十
四
年
中
に
発
生
し
た

交
通
事
故
を
分
析
し
、
そ
の
結
果

を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
危
険
箇
所
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鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫

岩
間

永
真
（
岩
間

典
明
）

田
内

碧
士
（
田
内
理
佳
子
）

工
藤

日
和
（
工
藤

直
人
）

田
中

奏
大
（
田
中

孝
功
）

能
登

悠
介
（
能
登

浩
）

●
え
り
も
小
学
校

熊
澤

綾
乃
（
熊
澤

智
人
）

加
治

雅
（
加
治

宏
隆
）

川
村

一
華
（
川
村

幸
哉
）

窪
田

佳
奈
（
窪
田

宏
）

鈴
木

紗
耶
（
鈴
木

麻
耶
）

田
名
部

新
（
田
名
部
光
一
）

田
丸
莉
緒
音
（
田
丸
実
喜
也
）

中
川

星
（
中
川

啓
司
）

橋
本

蓮
永
（
橋
本

有
紀
）

矢
本

頌
太
（
矢
本

ユ
リ
）

小
山
内
葉
菜
（
小
山
内

健
）

上
山
穂
乃
佳
（
上
山

久
仁
）

大
場

百
莉
（
大
場

文
裕
）

小
山
内
悠
人
（
小
山
内
大
樹
）

久
保
田
拓
希
（
久
保
田

武
）

有
倉

珠
菜
（
有
倉

芳
樹
）

犬
山

蓮
（
犬
山

千
尋
）

越
後

優
斗
（
越
後

知
之
）

岡
本

莉
乃
（
岡
本

恵
理
）

加
藤

彬
（
加
藤

一
孝
）

三
戸

菜
緒
（
三
戸

史
士
）

白
川

諒
磨
（
白
川
富
士
雄
）

橋
本

憲
信
（
橋
本

維
応
）

山
本

依
幸
（
山
本

保
）

田
畑

悠
樹
（
田
畑

良
樹
）

田
村
紗
玖
良
（
田
村

則
夫
）

木
村

亘
（
木
村

実
）

坂
田

大
粋
（
坂
田

成
哉
）

住
岡

悠
茉
（
住
岡

朋
孝
）

五
十
嵐

遼
（
五
十
嵐
重
信
）

渋
田

倖
奈
（
渋
田

英
樹
）

平
野

希
和
（
平
野

秀
一
）

本
間

羽
奏
（
本
間

毅
寿
）

坪

輝
磨
（
坪

卓
也
）

●
え
り
も
岬
小
学
校

鎌
田

奈
央
（
鎌
田

浩
）

北
村

友
昌
（
北
村

凌
一
）

齊
藤

慶
太
（
齊
藤

彰
大
）

佐
々
木
龍
希
（
佐
々
木
繁
樹
）

鈴
木

美
緒
（
鈴
木

歩
）

藤
田

萌
（
藤
田

繁
輝
）

来
年
度
の
新
一
年
生
は
、
平
成
十
八
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
。

今
回
掲
載
し
た
入
学
名
簿
は
、
え
り
も
町
個
人
情
報
保

護
条
例
に
基
づ
き
、
保
護
者
の
同
意
を
い
た
だ
い
た
方
の

み
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
同
意
を
い
た
だ
い
た
方
で
お
名

前
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
方
や
転
出
予
定
の
方
は
、
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
（
緯
二
ー
二
五
二
五
）

ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

※
（

）
内
は
、
保
護
者
の
お

名
前
で
す
。（
敬
称
略
）

※
東
洋
小
学
校
一
年
生
の
入
学

予
定
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
あ

り
ま
せ
ん
。

●
笛
舞
小
学
校 入

学
名
簿
の
ご
確
認
を

来年度の新一年生

平成24年10月1日以降に生まれたお子さんに、４種混合予防接種を開始します。

それ以前に生まれたお子さんについては、ワクチンの供給が滞っているため、接種することが

できない状況です。

大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

●
庶
野
小
学
校

小
山
内
颯
士
（
小
山
内
真
行
）

桑
折

朱
凜
（
桑
折

聖
俊
）

小
松

颯
汰
（
小
松

正
紀
）

田
中

藍
斗
（
田
中

秀
幸
）

野
澤

花
萌
（
野
澤

真
）

丸
山

陽
生
（
丸
山

泰
弘
）

諸
橋

來
希
（
諸
橋

直
幸
）

横
山

小
葉
（
横
山

貴
浩
）昨年４月のえりも小学校入学式

ご不明な点等がありましたら、役場保健福祉課保健予防係（緯２－４６３０）までご連絡ください。

４種混合ワクチン接種開始のお知らせ
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髙橋穂夏さんと入賞作品

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnneeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeewwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwnewsssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttoooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooowwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwtownnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn
トトピックトピックスス

髙
橋
穂
夏
さ
ん
が
入
賞

ひ
だ
か
馬
の
絵
コ
ン
テ
ス
ト

日
高
振
興
局
主
催
の
「
ひ
だ
か
馬
の

絵
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
笛
舞
小
学
校
二

年
生
の
髙
橋
穂
夏
さ
ん
の
作
品
が
入
賞

に
輝
き
、
十
二
月
二
十
日
に
同
校
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

約
三
百
点
の
応
募
が
あ
っ
た
中
で
の

受
賞
で
、
高
橋
さ
ん
は
「
馬
を
な
で
て

い
る
と
こ
ろ
を
描
き
ま
し
た
。
入
賞
で

き
て
う
れ
し
い
で
す
」
と
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

贈り物を受け取る子どもたち

札
幌
東
陵
高
、
倶
知
安
高
と
対
戦
し

て
、
い
ず
れ
も
二
‐
〇
の
ス
ト
レ
ー

ト
で
勝
利
。
釧
路
江
南
高
と
の
三
回

戦
で
は
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
受
験
の
た

め
出
場
で
き
ず
、
公
式
戦
初
出
場
と

い
う
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
銅
谷
綾
華
さ

ん
が
出
場
し
、
ぎ
り
ぎ
り
の
人
数
の

中
、
三
試
合
連
続
の
ス
ト
レ
ー
ト
勝

ち
で
ベ
ス
ト
八
を
決
め
ま
し
た
。
続

く
試
合
で
は
、
優
勝
し
た
札
幌
大
谷

高
と
対
戦
し
て
敗
れ
た
も
の
の
、
少

な
い
部
員
の
中
で
の
快
進
撃
は
、
ス

ポ
ー
ツ
紙
等
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

岩
本
町
長
は
「
一
人
で
練
習
し
続

け
た
中
野
主
将
と
、
後
輩
を
助
け
よ

う
と
復
帰
し
た
先
輩
方
の
思
い
が
実

り
、
今
回
の
結
果
に
現
れ
た
と
思

う
」
と
労
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

高
校
総
体
地
区
予
選
を
最
後
に
引
退

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
っ
た
一
年

生
の
中
野
斗
望
香
主
将
が
、
監
督
や

コ
ー
チ
と
三
人
だ
け
で
練
習
す
る
姿

を
見
て
復
帰
。
全
道
大
会
出
場
を
決

め
る
十
月
の
日
高
地
区
予
選
で
は
、

講
習
や
海
外
研
修
の
準
備
な
ど
が
あ

り
、
部
員
が
揃
っ
て
練
習
で
き
た
の

は
大
会
直
前
で
し
た
が
、
準
優
勝
の

成
績
で
全
道
へ
の
出
場
権
を
手
に
入

れ
ま
し
た
。

全
道
大
会
で
は
、
一
、
二
回
戦
に

全
道
ベ
ス
ト
八
を
報
告快進撃を続けたえりも高校女子バレー部

十
二
月
十
八
日
、
え
り
も
高
校
女

子
バ
レ
ー
部
が
岩
本
町
長
を
表
敬
訪

問
し
、
昨
年
十
一
月
に
札
幌
市
で
開

催
し
た
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等

学
校
選
手
権
大
会
北
海
道
代
表
決
定

戦
ベ
ス
ト
八
を
報
告
し
ま
し
た
。

同
部
は
一
年
生
一
人
、
三
年
生
六

人
の
チ
ー
ム
で
、
進
学
や
就
職
活
動

が
控
え
た
三
年
生
は
、
六
月
の
全
道

え
り
も
高
女
子
バ
レ
ー
部

祭
本
舗
・
風
舞
（
岩
間
典
明
代
表
）

の
メ
ン
バ
ー
が
サ
ン
タ
に
扮
し
、
十
二

ふ
ん

月
十
八
、
十
九
日
の
二
日
間
、
光
の
園

幼
稚
園
と
町
内
各
保
育
所
で
ク
リ
ス
マ

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
庶
野
保
育
所
で
は
、
サ
ン

タ
が
「
い
い
子
に
し
て
い
た
か
い
」
と

子
ど
も
た
ち
に
話
し
か
け
な
が
ら
一
人

一
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
、
喜
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

サ
ン
タ
か
ら
の
贈
り
物
に
笑
顔

風
舞
が
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
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イ
ズ
や
野
菜
の
模
型
な
ど
を
使
っ
て

教
え
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
日
作
っ
た
料
理
は
、
野
菜
を

た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る
ポ
ト
フ
、
飾

り
付
け
を
楽
し
め
る
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ

と
お
に
ぎ
り
の
三
種
類
で
、
子
ど
も

た
ち
は
四
、
五
人
ず
つ
の
四
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
料
理
作
り
に
挑
戦
。

各
グ
ル
ー
プ
に
は
、
食
生
活
改
善
推

進
員
が
つ
い
て
、
調
理
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
し
た
。
今
回
は
エ
コ
ク
ッ
キ
ン

グ
と
し
て
、
普
段
捨
て
る
よ
う
な
野

菜
の
皮
も
豚
肉
で
巻
き
、
ポ
ト
フ
の

具
材
に
使
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
一
人
、
佐
々
木
雅
敏
君

一
月
十
二
日
、
全
道
フ
ッ
ト
サ
ル
選

手
権
二
〇
一
三
苫
小
牧
地
区
日
高
予
選

兼
交
流
大
会
が
、
町
民
体
育
館
と
え
り

も
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

管
内
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
か
ら
八
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
選
抜
の
部
と
交
流
の
部

に
分
か
れ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。、
当
町
か
ら
は
、
え
り
も
サ
ッ
カ
ー

少
年
団
が
各
部
に
出
場
し
、
交
流
三
年

生
以
下
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。 頼もしい姿を見せた消防団員

カップケーキに飾りつけをする子どもたち

ボールを奪い合う選手たち

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnneeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeewwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwnewsssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttoooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooowwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwtownnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn
トトピックトピックスス

野
菜
の
よ
さ
を
学
ぶ

冬
休
み
子
供
料
理
教
室

ゴ
ー
ル
を
狙
っ
て

全
道
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
・
日
高
予
選

勇
壮
に
市
街
地
を
行
進

消
防
出
初
式

日
高
東
部
消
防
組
合
え
り
も
消
防
団

と
同
え
り
も
支
署
に
よ
る
出
初
式
が
一

月
五
日
、
支
署
前
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

団
員
百
三
十
人
が
出
席
し
、
本
町
市

街
地
を
一
周
り
す
る
市
中
分
列
行
進
で

は
、
寒
風
も
何
の
そ
の
。
頼
も
し
く
勇

壮
な
姿
を
み
せ
ま
し
た
。
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
式
典
で
は
、
延
べ
五
十
三
人
の

団
員
が
勤
続
表
彰
受
け
ま
し
た
。

料理教室には32人が参加しました。

一
月
十
、
十
一
日
の
二
日
間
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
「
冬
休
み
子
供
料
理

教
室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

料
理
教
室
は
、
保
健
福
祉
課
の
保

健
事
業
の
一
つ
と
し
て
毎
年
こ
の
時

期
に
開
催
し
て
お
り
、
今
回
は
三
十

二
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し

た
。「
野
菜
を
食
べ
よ
う
」
を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
、
料
理
に
取
り
掛
か
る
前

に
は
、
栄
養
士
が
野
菜
の
持
つ
栄
養

や
一
日
の
必
要
量
、
た
く
さ
ん
食
べ

る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
、
ク

は
、「
肉
を
巻
い
て
い
く
と
こ
ろ
が

難
し
か
っ
た
け
ど
、
家
で
も
作
り
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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◆◆生涯学習だより◆◆ 興興興興興興興興興興興興興興興興
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興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興
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生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
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よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ

生
涯
学
習
だ
よ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
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シェフのお手軽簡単、失敗しない概

本格っぽいパスタ講座

町生涯学習推進協議会主催のパスタ料

理の講習会「シェフのお手軽簡単、失敗

しない！！本格っぽいパスタ講座」を12

月17日からの二日間、保健センターで開

き、14人が参加しました。

講師は、札幌市円山でパスタ店を開い

ていた小笠原優樹さんが務め、「オリー

ブオイル・ペペロンチーノ」のつくり方

とコツを丁寧に教えていきました。

大人に交じって参加した中学生の芳賀

陽大君は「楽しかった。出来栄えは90

点」と満足した様子でした。この日使っ

た材料は、町内で用意できるものばかり

で、小笠原さんは「家庭でもぜひ作って

みてください」と話していました。

夜尿のある子ども

塾通いについて

自立心を育てる

PTAについて理解する

音声テープによるサービスで
す。電話をかけると音声が流
れ、各内容についてのアドバイ
スを聞くものです。
※会話はできません。

02/08～02/14

02/15～02/21

02/22～02/28

03/01～03/07

子育てテレホンサービス 緯2-3715

■歓喜の仔 上・下／天童荒太

■シルバー川柳／ポプラ社

■食べるくすりの事典／東京堂

出版

■土地家屋の法律知識／自由国

民社

《一般書》

《児童書》 ■これは真実か!? 日本歴史の

謎100物語⑨／あじの曜子

■これは真実か!? 日本歴史の

謎100物語⑩／高松完子

■ポプラディア情報館 郷土の

人物／ポプラ社

■ポプラディア情報館 郷土料

理／ポプラ社

《おすすめ本》

岡崎 琢磨 著

■花屋さんの花図鑑／井越和子

■58歳からの人に言えないか

らだの悩み／川嶋 朗

■北海道の家づくりの現場から

／アース21事務局

珈琲店
タレーランの

事件簿

講師を務めた小笠原さん（中央）

京都の小路の一角に、ひっそりと

店を構える珈琲店「タレーラン」。主

人公の青年は、偶然入ったこの店

で、長年追い求めた理想の珈琲と、

魅惑的な女性バリスタと出会う。彼

女は、店に持ち込まれる日常の謎

を、鮮やかに解き明かしていくが、

彼女には秘められた過去が･･･。

新し新しいい本
図 書 室 だ よ り

美味しいと満足の参加者

また会えたなら、
あなたの淹れた珈琲を

■アンパンマンチャレンジポッ

プいちにのはみがき／やなせ

たかし

■アンパンマンをさがせ！ミニ

①／やなせたかし

■行事のおはなし12か月／左

近蘭子
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釜

会 場時 間実施日行 事

町立診療所（要予約）15：30～16：005日(火)、19日(火)麻しん風しん混合予防接種

福祉センタ－（要予約）14：00～15：30
06日(水)、13日(水)
20日(水)、27日(水)

リフレッシュ運動教室

保健センタ－（個別通知）13：15～14：00
07日(木)、14日(木)
21日(木)、25日(月)

フッ素歯みがき教室

保健センタ－（要予約）09：30～13：009日(土)おやこの食育教室

保健センタ－（要予約）13：30～14：3013日(水)、27日(水)日赤巡回診療

保健センタ－（要予約）07：30～13：0016日(土)
女性検診（子宮頸がん、乳がん、

けい

骨粗しょう症）

保健センタ－13：30～13：50

19日(火)

三種混合予防接種

保健センタ－13：50～14：00ＢＣＧ予防接種

保健センタ－14：00～14：10ヒブワクチン予防接種

保健センタ－14：10～14：20小児用肺炎球菌ワクチン予防接種

保健センタ－14：20～14：40ポリオ（不活化）予防接種

保健センタ－（要予約）14：40～14：50四種混合予防接種

庶野診療所（要予約）14：00～16：0028日(木)二種混合予防接種

保健センタ－（要予約）13：30～15：003月1日(金)離乳食教室

2月の保健メモ （連絡先 役場保健福祉課 保健予防係 緯2-4630）

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

冬
太
り
撃
退
作
戦

●庶野診療所（緯4-2219）
三種混合・ＢＣＧ・麻しん風しん混合・ヒブ・小児
用肺炎球菌、ポリオ（不活化）の個別予防接種
①実施日……毎週月・木曜（2日前まで予約）
②時 間……14：00～16：00

●浦河日赤病院（緯0146-22-5111）
麻しん風しん混合予防接種

①小児科外来申し込み……１期（１～２歳）・
２期（小学校入学前１年間の小児）・３期（中
学１年生の年齢に相当する者）

②医事課申し込み……４期（高校３年生の年齢
に相当する者）

ヒブ・小児用肺炎球菌の予防接種
小児科外来にお申し込みください。

■
脂
肪
は
病
気
を
招
く

運
動
不
足
に
食
べ
過

ぎ
が
重
な
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
消
費
す
る
以
上

に
と
り
過
ぎ
て
い
る
こ

と
が
、
体
重
増
加
の
原

因
で
す
。
体
内
の
脂
肪

は
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

脂
質
異
常
症
な
ど
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。

■
ま
ず
は
体
重
を
一
㌔

グ
ラ
ム
減
ら
そ
う
！

一
丼
グ
ラ
ム
の
脂
肪

～
コ
ツ
コ
ツ
動
い
て
、
体
重
減
少
外
～

ご飯小茶碗半杯(60g)

うどん半玉弱(95g)

食パン6枚切り半分

ポテトチップス13～14枚

ショートケーキ半個

コーラコップ1杯(200ml)

ビール500ml缶半分

食事で100kcal減らす

には

〔 １か月で1Kg減らす例〕

ウォーキング(速足)

雪かき(スコップ)

ラジオ体操

ジョギング

掃除機をかける

床ふき

風呂掃除

運動で100kcal消費する
には

25分

15分

25分

14分

27分

25分

25分

1㎏＝7000kcal

1か月で1㎏減らす

7000kcal÷30日

1日230kcal

100kcal
消費

運動
130kcal
消費

食事
革

を
燃
や
す
た
め
に
七
〇
〇
〇
丼
カ
ロ
リ
ー

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
必
要
で
す
。
一
か

月
で
一
丼
グ
ラ
ム
減
ら
す
に
は
一
日
当
た

り
二
三
〇
丼
カ
ロ
リ
ー
を
食
事
（
摂
取
エ

ネ
ル
ギ
ー
）
と
運
動
（
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

で
調
整
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
日
当
た
り
二
三
〇
丼
カ
ロ
リ
ー
を
運
動

と
食
事
で
ど
う
減
ら
す
か
を
生
活
習
慣
に

合
わ
せ
て
実
践
す
れ
ば
、
無
理
な
く
一
丼

グ
ラ
ム
減
量
が
で
き
ま
す
。
早
速
、
今
日

か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
！

消費
カロリー

消費
カロリー

摂取
カロリー

摂取
カロリー

太る やせる
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の
幌
泉
村
字
地
番
整
理
調
書

に
は
「
ベ
ザ
イ
ド
マ
リ
」
と

い
う
名
称
が
記
録
さ
れ
て
お

り
、
江
戸
か
ら
明
治
時
代
に

か
け
て
、
本
州
と
蝦
夷
地
の

間
の
交
易
船
、「
弁
財
船
」
と

も
呼
ば
れ
た
「
北
前
船
」
が

錨
を
降
ろ
し
、
コ
ン
ブ
や
干

魚
を
積
み
込
ん
だ
り
、
風
待

ち
し
た
場
所
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
漁
港
の
防
波
堤
と
外

側
の
岩
礁
に
囲
ま
れ
た
静
か

な
入
り
江
を
、
現
在
で
も

「
べ
ざ
い
ど
ま
り
（
米
材
泊

り
）」
と
呼
ん
で
お
り
、
明
治

時
代
、
北
米
産
の
材
木
を
積

ん
だ
船
が
停
泊
し
た
と
も
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
襟
裳
岬
灯

台
が
新
築
さ
れ
た
明
治
二
十

二
年
（
一
八
八
九
）、
建
築
資

材
を
こ
こ
か
ら
ト
ロ
ッ
コ
を

使
っ
て
岬
ま
で
運
ん
だ
記
録

が
あ
り
ま
す
。

油
駒
稲
荷
神
社
は
、
場
所

請
負
人
の
杉
浦
嘉
七
に
よ
り

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に

建
立
し
ま
し
た
。
風
化
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
古
い
狛
犬

こ
ま
い
ぬ

も
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

行
の
地
図
に
は
「
シ
リ
ポ
ク
」

と
あ
り
、
ア
イ
ヌ
語
で
「
シ

リ
・
ポ
ク
」
（
岩
の
・
下
）
と

い
う
意
味
で
、
ア
イ
ナ
メ

（
あ
ぶ
ら
こ
）の
こ
と
で
す
。

江
戸
時
代
、
本
州
か
ら
入
っ

て
き
た
人
々
に
よ
っ
て
、
あ

ぶ
ら
こ
の
い
る
入
江
（
澗
）、

「
あ
ぶ
ら
こ
ま
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）

油駒の名前の由来

えりもＭＵＳＥＵＭ
しりょうかん

現
在
、

東
洋
漁
港

が
あ
る
地

域
の
元
々

の
名
前
は

「
油
駒
」

で
す
。
明

治
二
十
九

年
（
一
八

九
六
）
発

油駒稲荷神社

避
難
所
か
ら
考
え
る

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み

防
災

情
報
版 洩

北海道大学大学院理学研究
院附属地震火山研究観測セ
ンター・助教，博士（文学）。
中学生の時，奥尻島で北海
道南西沖地震を経験する。
公務員，NPO勤務，「人と防
災未来センター」（神戸市）
研究員を経て2011年4月よ
り現職。

定池 祐季

て
、
地
域
の
防
災
・
減
災
の
取
り

組
み
を
見
つ
め
直
す
動
き
が
全

国
各
地
で
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
避
難
所
は
、
い
く
つ

も
の
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
風
水
害
や
津
波
な
ど
、
こ

れ
か
ら
発
生
が
予
想
さ
れ
る
災

害
の
被
害
を
免
れ
る
た
め
の
場

所
で
あ
る
こ
と
。
次
に
、
災
害
に

よ
っ
て
家
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た

り
、
電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
自
宅
で

生
活
で
き
な
い
状
況
に
陥
っ
た

場
合
、
自
宅
が
復
旧
し
た
り
仮
設

住
宅
が
完
成
し
た
り
す
る
ま
で

の
滞
在
先
と
な
る
こ
と
。
そ
し

て
、
災
害
時
に
、
そ
の
地
区
の
中

で
、
食
事
、
風
呂
、
救
援
物
資
の

あ
り
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
避
難
所
対
応
を
行
っ
た
高
校

年
、
避
難
所
運
営
に
関
す

る
訓
練
や
研
修
を
通
し

近

を
す
る
か
決
め
る
こ
と
は
と
て

も
大
切
で
す
。
加
え
て
、
ト
イ
レ

の
利
用
の
ル
ー
ル
を
早
い
段
階

で
決
め
、
掲
示
す
る
な
ど
、
使
い

方
を
伝
え
る
対
応
も
必
要
に
な

り
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

経
験
し
た
神
戸
市
の
避
難
所
で

は
、
小
学
生
が
壁
新
聞
で
ト
イ
レ

利
用
の
マ
ナ
ー
を
呼
び
か
け
、
う

ま
く
い
っ
た
所
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
避
難
所
に
お
け
る

課
題
と
し
て
は
、
ペ
ッ
ト
、
感
染

症
の
防
止
、
妊
産
婦
、
子
ど
も
、

障
が
い
の
あ
る
方
の
対
応
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
地

域
の
方
々
で
日
頃
か
ら
話
し
合

い
、
そ
こ
か
ら
日
常
的
な
防
災
活

動
を
展
開
し
て
い
く
と
い
う
の

も
、
ひ
と
つ
の
有
効
な
や
り
方
で

す
。
避
難
所
の
あ
り
方
を
通
し

て
、
地
域
の
防
災
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

ス
ト
ー
ブ
の
前

で
雪
を
溶
か
し

た
り
し
て
、
流

す
た
め
の
水
を

用
意
す
る
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
場

合
に
備
え
て
ど

の
よ
う
な
準
備

の
先
生
は
、「
食
事
の
配
給
が
あ

る
と
、
ト
イ
レ
の
問
題
が
必
ず
起

き
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
く
み
取
り
式
の
ト
イ
レ
か
、

水
洗
式
か
で
対
応
が
変
わ
り
ま

す
し
、
水
洗
式
で
も
、
上
下
水
道

の
被
害
状
況
に
よ
っ
て
対
応
が

全
く
異
な
り
ま
す
。
子
ど
も
や

お
年
寄
り
に
と
っ
て
は
、
和
式
ト

イ
レ
が
使
い
に
く
い
こ
と
が
多

い
で
す
。
ま
た
、
夏
場
は
仮
設
ト

イ
レ
を
屋
外
に
設
置
で
き
て
も
、

真
冬
に
同
じ
対
応
は
で
き
ま
せ

ん
。
使
用
済
み
の
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
を
入
れ
る
ゴ
ミ
箱
を

用
意
し
て
、
流
す
水
を
節
約
し
た

り
、
バ
ケ
ツ
に
水
を
く
ん
だ
り
、

配
給
な
ど
の
支
援
の
拠
点
と
な

る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
様
な
役
割
を

持
つ
避
難
所
で
す
が
、
ど
の
災
害

で
も
、
共
通
す
る
問
題
が
発
生
し

が
ち
で
す
。
そ
の
代
表
的
な
課

題
の
一
つ
に
、
ト
イ
レ
の
問
題
が
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あつまれ！一歳児

すくのび
「すくのび」は、「すくす
くのびのび育って」の願い
を込めたタイトルです。

斎
場
の
改
修
工
事
に
伴
う
お
願
い

山本芽衣桜ちゃん
やまもと めいさ

（弘樹・可奈）
Ｈ24.2.11生(大和)

これからもその笑顔

とマイペースさでパ

パとママを癒してね

芹田桃音ちゃん
せ り たも も ね

（晴樹・恵）
Ｈ24.2.10生(笛舞)

これからもいっぱい

笑って遊んで元気に

育ってね。

山田昊果くん
やまだ こうが

（幸典・苗恵）
Ｈ24.2.12生(近浦)

お話することが大好き

なこうがは、家族の

ムードメーカーです。

吉田愛瑠ちゃん
よしだ める

（一志・美佳）
Ｈ24.2.17生（新浜)

テレビを見ながら

歌って踊ることが大

好きです。

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
観
戦
ツ
ア
ー

公
益
財
団
法
人
北
海
道
盲
導
犬
協
会
で

は
、
盲
導
犬
と
の
歩
行
や
生
活
を
体
験
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
盲
導
犬
に
つ
い
て

の
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
セ

盲
導
犬
宿
泊
体
験
セ
ミ
ナ
ー
開
催

え
り
も
町
斎
場
（
火
葬
場
）
で
は
、
現

在
、
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
の
設
置
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
給
湯
室
と
事
務
室
の

出
入
り
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
（
ト
イ
レ

は
使
用
で
き
ま
す
）
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
工
事
期
間

三
月
二
十
二
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
環
境
生
活
係

緯
二
‐
四
六
二
一

ナ
ド
ラ
ゴ
ン

●
実
施
日

二
月
二
十
四
日

●
場
所

苫
小
牧
市
白
鳥
ア
リ
ー
ナ

●
参
加
料

小
中
学
生
は
五
百
円
、
高
校

生
・
一
般
は
千
円
。
申
込
み
時
に
お
支

払
い
願
い
ま
す
。
な
お
、
食
事
代
は
自

己
負
担
で
す
。

●
定
員

先
着
三
十
名

●
対
象

小
学
四
年
生
以
上
（
小
学
三
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

●
締
切
日

二
月
十
八
日

●
申
込
先

体
育
協
会
事
務
局
（
町
民
体

育
館

緯
二
‐
四
六
二
八
）

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
施
行

体
育
協
会
で
は
次
の
日
程
で
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
の
観
戦
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

●
観
戦
試
合

ア
ジ
ア
リ
ー
グ
ア
イ
ス
ホ

ッ
ケ
ー

王
子
イ
ー
グ
ル
ス
対
チ
ャ
イ

高
年
齢
者
が
、
少
な
く
と
も
年
金
受
給

開
始
年
齢
ま
で
は
意
欲
と
能
力
に
応
じ
て

働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備
を
目
的
と
し

て
、「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に

関
す
る
法
律
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
四

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
改

正
は
、
定
年
に
達
し
た
方
を
引
き
続
き
雇

用
す
る
「
継
続
雇
用
制
度
」
の
対
象
者
を

労
使
協
定
で
限
定
で
き
る
仕
組
み
の
廃
止

な
ど
を
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
改
正
内
容

①
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を
限
定
で
き

る
仕
組
み
の
廃
止
（
経
過
措
置
あ
り
）

②
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を
雇
用
す
る

企
業
の
範
囲
の
拡
大

③
義
務
違
反
の
企
業
に
対
す
る
公
表
規
定

の
導
入

④
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
実
施
及
び

運
用
に
関
す
る
指
針
の
策
定

●
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
河

緯
〇
一
四
六
‐
二
二
‐
三
〇
三
六

火
の
取
り
扱
い
に
気
を
つ
け
よ
う

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み

か
ら
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

火
の
取
扱
い
に
は
、
十
分
な
注
意
を
は
ら

う
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
、
住
宅
用
消
化
器

等
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
う
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。
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ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。

●
日
時

三
月
二
十
三
日
・
十
三
時
～
二

十
四
日
・
十
四
時
頃

●
会
場
・
宿
泊
先

公
益
財
団
法
人
北
海

道
盲
導
犬
協
会
（
札
幌
市
南
区
南
三
十

条
西
八
丁
目
一
‐
一
）

●
参
加
対
象
者

視
覚
障
害
に
よ
る
身
体

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
十
五
歳
以
上

の
方
で
、
こ
れ
ま
で
盲
導
犬
と
の
生
活

を
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
方

●
募
集
人
数

七
名

●
参
加
費

一
人
二
千
五
百
円
（
食
事
・

宿
泊
費
込
。
交
通
費
は
自
己
負
担
）

●
締
切
日

二
月
二
十
八
日

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団

歳
月
の
幹
や
せ
て
ゆ
く
落
葉
か
な

日
高
嶺
を
一
気
に
駆
け
る
冬
嵐

ひ

だ

か

ね

煮
豆
の
火
さ
ら
に
細
め
て
夜
長
か
な

ひ
た
ひ
た
と
音
も
た
て
ず
に
冬
に
入
る

亡
き
夫
の
癖
文
字
な
ぞ
る
冬
怒
涛

ど

と

う

ふ
と
歌
う
戦
中
歌
謡
小
春
日
に

（
え
り
も
吟
社
）

小
山
内
栄
峰

木
村

武
舟

佐
々
木
蓉
子

佐
々
木
凌
子

鈴
木

周
子

曽
田
つ
ゆ
子

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回 樺

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

阿部月華ちゃん
あべ るか

（誠・理沙）
Ｈ24.2.21生(庶野)

お姉ちゃんが大好き

で、いつも後ろをつ

いて歩いています。

川村慶華ちゃん
かわむら けいか

（健太・美樹）
Ｈ24.2.19生(笛舞)

お兄ちゃん達と追い

かけっこするのが大

好きです。

小川明桜ちゃん
おがわ めいさ

（宏和・梨紗）
Ｈ24.2.21生(新浜)

お姉ちゃんが大好き

で、いつも後を追っ

ています。

弁護士相談センター無料相談（事前予約制）

時 間日 程会 場

13：15
～

15：45

2月18日
えりも相談所
（保健センター）

3月6日様似相談所

2月25日浦河相談所

13：30
～

16：30

2月13日・18日・20日・25日・
27日、3月4日・6日

静内相談所

月曜日～金曜日／10：00～16：00
緯0146-42-8373

予 約 受 付

煙情報利用料は無料ですが、通信料
は自己負担です。

防災無線から流れる災害
情報や注意報、警報等の気
象情報などを送信します。

町もりえ
ルーメ報情災防

QRコードが利用できない場合
は、「t-erimo@sg-m.jp」へ 空
メールしてください。

焔
川
村
美
代
子
さ
ん
（
新
浜
）

新
浜
自
治
会
へ

五
万
円

新
浜
老
人
ク
ラ
ブ
へ

五
万
円

え
り
も
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
へ

三
万
円

焔
前
田

進
さ
ん
（
新
浜
）

新
浜
自
治
会
へ

五
万
円

新
浜
老
人
ク
ラ
ブ
へ

五
万
円

新
浜
自
治
会
女
性
部
へ

五
万
円

や
ま
と
苑
へ

五
万
円

焔
淡
路
静
子
さ
ん
（
歌
別
）

や
ま
と
苑
へ

五
万
円

★
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

佐
々
木
富
美
子
さ
ん
（
大
和
）

三
万
円

焔
堤
正
道
さ
ん
（
近
浦
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

三
万
円

笛
舞
自
治
会
へ

五
万
円

焔
佐
々
木
富
美
子
さ
ん
（
大
和
）

西
え
り
も
連
合
自
治
会
へ

五
万
円

焔
宇
佐
美
浅
吉
さ
ん
（
え
り
も
岬
）

え
り
も
岬
老
人
ク
ラ
ブ
へ

五
万
円

え
り
も
岬
連
合
自
治
会
へ

五
万
円

焔
髙
杉
一
子
さ
ん
（
笛
舞
）

笛
舞
自
治
会
へ

五
万
円

法
人
北
海
道
盲
導
犬
協
会

緯
〇
一
一
‐
五
八
二
‐
八
二
二
二
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◆国民健康保険税 第8期

（納期限 平成２5年2月28日）

６ 月 の 税税 の 納 期

６人

近 浦

笛 舞

大 和

本 町

新 浜

歌 別

東 洋

えりも岬

庶 野

目 黒

合 計

（男 2,648人 女 2,656人）

（平成24年12月28日現在）

179人

296人

1,008人

908人

705人

365人

400人

563人

715人

165人

5,304人

68世帯

118世帯

435世帯

397世帯

308世帯

134世帯

132世帯

209世帯

273世帯

76世帯

2,150世帯

転入 転出3人 18人

出生 死亡4人 7人

月 の 税の う ご き

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回歌別川の白鳥（1月21日）

２月の行事

金木水火月
2/11/311/301/291/28

午前のみ○○検査日○内科町

立 ○午前のみ午前のみ○○外科
○○○○○庶野診
2/82/72/62/52/4

午前のみ○○検査日○内科町

立 ○午前のみ午前のみ○○外科
午前のみ○○○○庶野診
2/152/142/132/122/11
午前のみ○○検査日

休 診

内科町

立 ○午前のみ午前のみ○外科
○○○15時～診療庶野診

2/222/212/202/192/18
午前のみ○○検査日○内科町

立 ○午前のみ午前のみ○○外科
○○○13～15時医師不在○庶野診
3/12/282/272/262/25

午前のみ○○検査日○内科町

立 ○午前のみ午前のみ○○外科
○○○○○庶野診

町立診療所・庶野診療所の診療表

●受付時間・電話番号

庶野診療所(緯4-2219)

09時00分～11時30分

14時00分～16時30分

都合により、診療表が急遽変更となる場合もあります。ご了承ください。

町立診療所(緯2-2265)

0８時30分～11時30分

13時00分～16時30分

○印は午前・午後とも診察

煙庶野診療所……①2/12は、15時から診療が始まります。

②2/19は13時～15時まで医師不在となります。

（時間が前後する場合もあります）。

6
日日

13
日
16

日
17

日
20

日
23

日
24

生
涯
学
習
講
座
ま
な
び
の
広
場

「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
」（
福
祉
セ

ン
タ
ー
／

時
～

時

分
／

10

12

30

全
三
回
・

日
・

日
）

13

20

運
転
免
許
更
新
時
講
習
（
福
祉

セ
ン
タ
ー
／
優
良

時
～

時

13

１３

分
・
一
般

時
～

時
）

30

１４

15

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
（
町
民

体
育
館
・
9
時
～

時
）

17

え
り
も
子
ど
も
親
子
科
学
実
験

工
作
体
験
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
／

9
時

分
～

時
）

30

12

生
涯
学
習
講
座
ま
な
び
の
広
場

「
体
験
陶
芸
」（
郷
土
資
料
館
／

午
前
の
部
9
時

分
～

時
・

30

12

午
後
の
部

時

分
～

時
／

18

30

21

全
三
回
・

日
・
3
月

日
）

27

13

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
主
催
体

力
テ
ス
ト
会
・
交
流
会
（
町
民

体
育
館
・
９

時
～

時
）

12

名
勝
ピ
リ
カ

ノ
カ
襟
裳
岬

学
習
会
（
福

祉
セ
ン
タ
ー

・
9
時

分
～

時
）

30

14

ア
ジ
ア
リ
ー
グ
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
観
戦
ツ
ア
ー
（
苫
小
牧
市

／
９
時
～

時
）

２０

体力テスト会


